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（学位論文のタイトル） 
Significant Residual Ischemia on Myocardial Perfusion Imaging after Optimal Medical


















スコアの合計をsummed stress score (SSS)、安静時のものを summed rest score (SRS)、S




















有害事象の発生が少なかった(21.4% vs 39.5%, p=0.001)。有害事象の内、PCIまたはCABGに
よる冠再灌流療法と非心臓死が、軽度残存虚血率群では有意残存虚血率群と比し、それぞれ有意











率群では有意残存虚血率群と比して有害事象の発生が少ない傾向にあり(5.4% vs 9.2%, p=0.07
5)、対象患者数が多数となることで有意となると予想された。 
【結論】薬物療法や冠再灌流療法を受けた冠動脈疾患患者において、心筋シンチグラフィーでの
残存虚血率が有意である患者は軽度である患者に比し、有害事象の発生が多い。治療後に重度の
心筋虚血が残存することは、冠動脈疾患患者の不良な予後を予測しうる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
